
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 17日（火）に行われた、性教育人権講演会の生徒の皆さんの感想を紹介します。一部しか紹介できませ

んが、ほとんどの人が清水先生の話をしっかりと受け止め、感想を書いてくれていました。 

（テーマ：『誰もが自分らしく生きる～LGBTQと多様性の重要性～』講師：清水展人先生） 

・LGBTQという言葉は知っていましたが、清水さん自身の生い立ちの話を聞いたことで、当事者の方がどんな

気持ちでどんな経験をしてきたのか、とてもよくわかりました。清水さんは辛い時期を乗り越えて、今幸せ

に過ごしていて、こうやって、辛い思いをする人が減るために講演することができてすごいと思います。 

・「男」か「女」だけでなく、性的指向、性自認、性表現、性的特徴があって、そのグラデーションがあると

いうお話が印象的でした。自分の性についても深く考えてみたいと思いました。 

・性について悩みを抱えている人が何人もいるのだと知り、これから生きていくには絶対に必要な知識だと

思いました。「男らしく、女らしく、ではなく、自分らしく生きる」という言葉がすごく胸に響きました。 

・一人一人違うからそれぞれ尊重することが大事。もし、クラスに不登校の友達がいたら責めたりせずにみ

んなと同じように接するようにしたい。 

・悪意のない何気ない言葉が、人を傷つけることもあるのだということを知れて良かったです。 

・周りの人たちの支え方によって、その人の人生は大きく変わっていくのだなと思いました。自分は理解し

て受け入れることができるようになりたいです。 

・一番印象に残ったのは、10 代の性に疑問を抱いている人が親にカミングアウトしている割合が、1 割しか

ないグラフです。友達などにカミングアウトしている割合の方が大きいことが意外でした。身近な存在だか

らこそ言いにくいのかなと思いました。 

・自分もスカートが苦手で性格が男の子っぽくて、清水さんと似ているところがあるな、と思いました。 

・母が「彼氏でも彼女でもいつでも連れて来てね」と言ってくれていて、LBGTQ について勉強する機会が増

え、私はその優しさが理解できました。もし、私が女性と付き合うことになっても、母は歓迎してくれると

安心しています。自分も将来子供ができたら、恋人の性別は関係なく歓迎しよう、と夫にも言いたいです。 

・清水さんが「幸せになる権利は誰にでもある」と言っていたように、誰もが幸せになれる世界を私達一人

一人が作り上げていくことが大切だと思いました。日本での 15～39 才の死因の第一位は自殺となっていま

す。今でも多くの人達が生きづらいと感じていることに変わりなく、変化させるためには、私たちがまず理

解し、行動していくことが大切だと感じました。 
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